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令和７年度 目黒区立田道小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年 ６月２１日（土） 午前９時００分～午前１０時００分 

            ・学校経営方針、主な学校行事について 

・学校公開授業参観について 

（２）第２回実施日時 令和７年１２月２０日（土） 午前８時３０分～午前８時５０分 

・これまでの学校の様子について 

・学習発表会について 

（３）第３回実施日時 令和８年 ２月１４日（土） 午前８時４５分～午前９時２０分 

            ・四者による学校評価のためのアンケート結果について 

            ・次年度に向けて 

 

２ 参加者      学校評議員５名、校長、副校長 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎教育活動全体に係る

肯定的な評価につい

て、教職員は１０

０％に達し、保護者・

低学年児童は前年度

より約８ポイント上

昇した。 

このことから学校全

体に対する評価は良

好であり、「田道１２

の取組」の成果であ

ると捉えている。  

・今年度に引き続き、本

校の特色ある取組を

教育課程に確実に位

置付け、学校と保護

者・地域がそれぞれの

教育力を十分発揮す

ることで、児童の資

質・能力の育成を図っ

ていく。 

なお、次年度は特色あ

る取組を１つ増やし、

「田道１３の取組」の

実現を図る。 

・令和７年度の学校評

価結果を真摯に受け

止め、令和８年度は重

点的な取組を１つ増

やすなどの改善を図

っているところがよ

い。 

・今後も保護者の評価

と教職員の評価の差

異を分析した上で、家

庭・地域との連携を強

化してほしい。 

・直接的な関わり合い

や多様な体験活動等

を通して、児童のオー

センティックな「学

び」の実現を期待す

る。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎教育目標に係る保護

者の肯定的な評価は

昨年度よりさらに約

２ポイント上昇し

た。このことから、教

育目標に対する評価

は良好であり、学校

だよりや保護者連絡

システムによる発信

を通して、学校の取

組等への理解を得る

ことができていると

捉えている。 

・本校では「自分の生き

方を考える子どもの

育成」を目指してい

る。引き続き、児童が

自己の興味・関心に基

づき、活動内容を設

定・探究する時間であ

る「田 Q タイム」を

年間２０単位位置付

け、自らの人生を舵取

りすることができる

力を身に付ける。 

・次年度も児童が社会

で活躍する未来を見

据えた質の高い、深い

学びを実現すること

により資質・能力の育

成に努めてほしい。  

・文部科学省教育課程

企画特別部会「論点整

理」で示されているよ

うに、本校の教育活動

を通して、自らの人生

を舵取りする力と民

主的な社会の創り手

の育成を期待する。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

●心の教育に係る肯定

的な評価について、

低学年児童・高学年

児童は９０％以上を

維持している。一方

で、保護者について

は昨年度より約１０

ポイント下降したこ

とから、道徳的実践

のさらなる充実を図

る必要がある。 

・これまで自分も相手

も大切にする視点を

土台とし、ペア清掃や

縦割り班等の異学年

交流を計画的に取り

入れきた。 

次年度もこれらの取

組を継続させ、優しさ

や思いやりの心の醸

成に努める。 

・児童が学校のみなら

ず、家庭・地域におい

ても安心して過ごせ

るよう、心の安定を図

ることが大切である。 

・本校で大切にしてい

る異学年交流や学校

行事は、児童一人ひと

りの思いやりの心を

醸成する取組である。 

今後も道徳科の授業 

のみならず、教育活動 

全体の充実に努めて

ほしい。 

 

 

 

 

 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

⦿学習指導等に係る肯

定的な評価につい

て、教職員は１０

０％、また、低学年児

童・高学年児童はと

もに９０％以上に達

した。現に、令和７年

度の区学力調査で

は、知識・技能の定着

が一定程度図られて

いることが確認でき

た。一方、保護者は前

年度より約７ポイン

ト上昇したものの、

９０％には達してい

ない。 

このことから、引き

続き、授業改善を図

る必要があると捉え

ている。 

・今年度に引き続き、単

元デザインや４０分

授業デザインの中で

「Ｄendo 学ぶ１０の

姿（学習行動）」を引

き出す場面及びその

行動を振り返る場面

を意図的・継続的に取

り入れ、「主体的・対

話的で深い学び」の実

現を図る。 

・児童が自分に合った

学習方法を選択でき

るよう「学びのプロセ

ス」、「思考のスキル」、

「デジタルリテラシ

ー」1に係る能力の育

成を図る。 

・自分の意見を表現す

る活動や、探究的な要

素を持つ学習活動を

単元デザインや４０

分授業デザインの中

に意図的に取り入れ、

児童が、直面したこと 

のない課題に対して 

も解決することがで 

きるようにしてほし

い。 

・未知の課題に対して、

まず考えてみたり、行

動しようとしたりす

る児童の姿を認め、価

値付けてほしい。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎保護者・児童・教職員

の体育・健康教育に

係る肯定的な評価

は、昨年度より改善

しており、特に、保護

者は約１０ポイント

上昇したことから、

体育・健康教育に対

する評価は良好であ

る。 

これは「田道１２の

取組」に体力アップ

タイムを位置付け、

年間を通して取り組

んだ成果であると捉

えている。 

・今年度末に新たな取

組として、休み時間を

活用した「田道フィジ

カルタイム」を実施し

た。 

この取組を次年度も

継続させることで、運

動に親しみ、体力向

上、健康の促進につな

げる。 

・体力は、身体面や精神 

面の充実に深い関わ 

りがあり、児童の人生 

を支える上で重要な 

役割を担っている。 

・本校の教員が主体的

に新たな取組として

「田道フィジカルタ

イム」を立案し、実施

したことは素晴らし

いことである。 

これらの取組を次年

度も継続させ、体力向

上と健康促進を図る

ことを期待する。 

 
1 「学びのプロセス」、「思考のスキル」、「デジタルリテラシー」･･･「学びのプロセス」とは情報収集・整理分析・まとめ・発表、「思考のスキル」とは比較すること、分類すること等、「デジタルリテラシー」とは個

別・協働で行う操作能力を示している。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

⦿特別活動に係る肯定

的な評価について、

児童は９０％以上を

維持し、さらに保護

者の評価は前年度よ

り４．５ポイント上

昇したことから、特

別活動に対する評価

は概ね良好である。 

 しかし、心の教育の

充実を次年度の課題

と捉えていることか

ら、特別活動のさら

なる充実を図る。 

・同じ地域の異年齢の

子どもたちが集う場

所としての公立学校

ならではのよさを生

かす。 

具体的には、今年度、

取り組んできた縦割

り班活動、ペア清掃、

ファミリーグループ

ワークを継続させ、人

と関わる喜びや自信

を獲得できる経験を

積ませる。 

・特別活動を通して、自

分の意見を形成し、多

様な他者と対話や合

意を図る経験を積み

重ねてほしい。 

特に、本校で大切にし

ている異学年交流は

児童の社会性が育つ

価値ある取組である。

次年度以降も本校の

特色として続けてい

ただきたい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

●生活指導に係る肯定

的な評価について、

保護者は昨年度と同

等であったが、児童

は約３ポイント下降

したことから、子ど

もが自分で考えて適

切な行動がとれるよ

うにすることが課題

である。 

・学校のきまりに関し、

代表委員による企画

を通して、児童が意見

を表明する機会を設

け、見直すべき点につ

いては代表委員会を

中心に協議を行い、改

善を図る。 

・全児童にとって、学校

が安心して通える魅

力的な場所となるよ

う、学校・保護者・地

域が一丸となって取

り組む必要がある。 

特に、不登校児童に対

しては、その児童がど

のような状態にあり、

どのような支援を要

しているのかを見極

め、適切な支援や働き

かけに努めてほしい。 

 

 

 

 

 

 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎防災教育・安全指導

に係る肯定的な評価

について、児童・保護

者は約９５％、教職

員は１００％と高い

評価を維持すること

ができた。 

現に、避難訓練では

全児童一人ひとりが

高い意識をもって取

り組むことができて

おり、その姿と学校

評価結果に乖離はな

い。目黒警察署や企

業と連携しながら取

り組んだ成果である

と捉えている。 

・毎月、避難訓練及び安

全指導を児童にねら

いを示しながら、確実

に実施するとともに、

引き続き、目黒警察署

職員や企業と連携し

た取組を行う。 

・児童一人ひとりが安

全・安心な社会づくり

に主体的に参加し、貢

献できるようになっ

てほしい。 

引き続き、避難訓練及

び安全指導を通して、

児童が事故や災害に

係る基礎的な資質・能

力を身に付けること

を期待している。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

⦿幼・保・小・中連携に

係る肯定的な回答に

ついて、教職員は昨

年度より約８ポイン

ト上昇し、９０％に

達したものの、保護

者は昨年度より約５

ポイント下降した。 

 このことから、連携

の趣旨や内容を説明

し、保護者の理解を

深めることが課題で

ある。 

・特に、幼・保・小連携

について、低学年段階

では幼児期の学びの

特性を意識した視点

を多く取り入れる。特

に、前期の教育活動の

中で、遊びを通じて思

考を巡らせ、想像力を

発揮しながら様々な

対象と主体的に関わ

る中で、総合的に学べ

るようにする。保護者

に対しても取組の趣

旨や内容を発信して

いく。 

・児童の社会性をはぐ 

くむために、異年齢交 

流は非常に重要であ

る。 

・幼・保・小連携におけ

る具体的な取組とし

て、幼稚園・保育園と

の交流活動のみなら

ず、園の運動会を本校

で実施するなど、学校

施設の貸出も有効で

あると考える。 

園児が小学校生活を

イメージして、４月を

迎えることができる

とよい。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

⦿情報発信に係る肯定

的な評価の割合は、

教職意は９５％に達

した。また、保護者は

８０％を維持できて

いることから、概ね

良好であると捉えて

いる。 

引き続き、情報を受

信する側の立場に立

った発信時期、方法、

内容の工夫が課題で

ある。 

・学校の取組や児童の

様子が適時適切に伝

わるよう、保護者連絡

システムで配信する

情報量や配信日を考

慮しながら、今年度の

取組を継続していく。 

・積極的な情報発信は 

非常に大切である。 

・学校は保護者に対し、

学校公開日のみなら

ず、日常的に学校を訪

れ、児童の様子を見て

もよいことを発信し

ていくとよい。保護者

の興味・関心がより高

まると考える。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

●教員の人材育成に係

る教職員の肯定的な

評価の割合は、昨年

度（１００％）より、

４ポイント下降し

た。 

 多岐にわたる職務に

対応できるよう、計

画的に実施する必要

がある。 

・「４０分授業午前５時

間制」で生み出した学

校裁量の時間の一部

を有効に活用できる

よう、年間計画を見直

すとともに、外部講師

による研修や教職員

同士で行う校内 OＪ

Ｔ等を通して幅広い

内容を扱い、人材育成

を図る。 

・今後も学校管理職の 

リーダーシップを発

揮し、組織力の向上を

期待している。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

⦿月当たりの時間外在

校等時間は改善傾向

にあるものの、教員

の人材育成に係る教

職員の肯定的な評価

の割合は、昨年度と

同程度であった。 

 引き続き、組織的に

働き方改革を推進す

る。 

・教員の休憩時間の意

識の定着を図る。ま

た、教職員用の週時程

に、「ミーティング」

や「カリキュラムデザ

イン（教材研究）」の

時間を位置付け、業務

の効率化・最適化を図

る。 

・教員が休憩時間を意

識できるよう、チャイ

ムの音を変えている

ことについて、よい取

組である。 

・教員の働き方改革の

目的は、教職人生を豊

かにし、自己の人間性

や創造性を高め、効果

的な教育活動を行う

ことである。本校の教

育活動が多様な児童

の「深い学び」につな

がることを期待する。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

⦿服務事故防止に係る

教職員の肯定的な評

価は１００％である

が、服務事故は絶対

に起こしてはいけな

いという認識の下、

今後も定期的に服務

事故防止に係る教職

員の意識のネジを締

め直す必要がある。 

・引き続き、服務事故防

止研修を全教職員が

受講するとともに、服

務事故事例を活用し

ながら自分事として

考えさせることで、服

務事故ゼロの実現を

図る。 

・教職員の言動は、児童

の成長に大きな影響

を与える。 

このことを教職員は

十分理解し、引き続

き、服務の厳正に努め

てほしい。 

 


